
研 修 プ ロ グ ラ ム 

Ⅰ．オンデマンド研修 

 

Ⅱ．集合研修 

回 タイトル 内容 目標（ねらい） 講師

第１回
訪問看護の基本と制度の

理解

・訪問看護の目的と役割を理解する

・在宅医療や介護保険制度など、訪問看護を

支える制度の概要を学ぶ

訪問看護の基本的な仕組みと制度

を理解し、在宅療養を支える専門

職としての役割を自覚する。

うさぎSUN訪問看護ステーション

管理者

訪問看護認定看護師

　永井　大介　氏

第２回 倫理的配慮と本人の尊重

・訪問看護における倫理的視点と判断の基本

を学ぶ

・利用者の意思や生活を尊重した関わり方を

理解する

倫理的配慮をもって利用者の思いを

尊重し、安心して療養できる関わり

を実践する基礎を培う。

訪問看護ステーションフォーカス

管理者

訪問看護認定看護師

　大平　陽子　氏

第３回
安全なケア提供の基本

（リスクマネジメント入門）

・訪問看護で起こりうるリスクと、安全にケアを行

うための基本的視点を学ぶ

・安全で安心なケア提供に向けた留意点を確

認する。

安全にケアを提供するための基本的

な考え方を理解し、日々の実践に

生かす力を培う。

医療法人和光会

在宅事業課　本部

看護介護統括部長

　長縄　保宏　氏

第４回 医療的ケアの基礎理解

・慢性疾患の管理に関する医療的ケアの基本

を学ぶ

・安全に支援するための知識と観察の視点を

整理する。

医療的ケアの目的と安全管理の要

点を理解し、訪問看護で安全に実

践できる基礎を身につける。

小笠原訪問看護ステーション

慢性心不全看護認定看護師

　木山　明香　氏

第５回
訪問時のマナーと信頼関係

づくりの基本

・訪問場面でのマナーを学ぶ

・家族と信頼関係を築くための基本的姿勢を

理解する。

利用者や家族に安心感を与え、信

頼される看護を行うための基本的態

度を培う。

株式会社福ふく

常務取締役

地域訪問看護　福ふく

管理者

家族支援専門看護師

　舩渡　弘子　氏

第６回
地域で支える訪問看護のし

くみと連携の基本

・看護における多職種・関係機関との連携の

意義を学ぶ

・地域で支えるしくみと協働の基本を理解する

地域における連携・協働の基本を理

解し、継続的な支援につなげる力を

培う。

株式会社福ふく

常務取締役

地域訪問看護　福ふく

管理者

家族支援専門看護師

　舩渡　弘子　氏

別紙 

回 開催日･場所 時間 タイトル 内容 目標（ねらい） 講師

 9:50～

　　 10:00
オリエンテーション

10:00～

　　 16:00

リスクマネジメント

仲間づくり

・訪問看護におけるリスクマネジメントの基本を学ぶ

・交通安全を含む安全な訪問活動のポイントを確

認する

・事例を通して安全意識を高める

・交流を通じて仲間づくりと信頼関係を築く

訪問看護師としての心構えと安

全意識を高め、交通安全を含む

リスク感性を養うとともに、仲間と

支え合いながら学び合える関係を

築く。

医療法人和光会

在宅事業課　本部

看護介護統括部長

　長縄　保宏　氏

 9:50～

　　 10:00
オリエンテーション

10:00～

　　16:00

創傷ケアと福祉用具の

理解

・褥瘡や創傷ケアに関する基本的な考え方を学ぶ

・創傷の観察や処置のポイントを演習で体験する

・在宅でのポジショニングや体位変換、褥瘡予防

の工夫を学ぶ

・福祉用具の種類や特徴を理解し、療養環境づ

くりに生かす視点を養う

褥瘡や創傷の状態を適切に観察

し、福祉用具の理解を深めて、安

全で安楽な療養生活を支援する

力を養う。

小笠原訪問看護ステーション

管理者

皮膚・排泄ケア認定看護

師

　前田　由紀子　氏

 9:50～

　　 10:00
オリエンテーション

10:00～

　　16:00

フィジカルアセスメントと

医療的ケア

・訪問看護で必要なフィジカルアセスメントの基本

を学ぶ

・慢性疾患利用者への観察や医療的ケアの要点

を演習で体験する

・状態変化に気づくための観察力と判断力を養う

利用者の状態変化を的確に捉

え、安全で適切な看護を実践す

る力を養う。

小笠原訪問看護ステーション

慢性心不全看護認定看

護師

　木山　明香　氏

 9:50～

　　 10:00
オリエンテーション

10:00～

　　16:00

家族支援と多職種連

携　報告・相談・連携

の実践と仲間とのふりか

えり

・訪問看護における家族支援と多職種連携の基

本を学ぶ

・医師、ケアマネジャー、ヘルパー、家族への報告・

相談・連携のポイントを理解する

・事例（演習）を通して、効果的な情報共有と

協働のあり方を体験的に学ぶ

・研修全体をふりかえり、仲間と共に学びの成果を

共有する

家族や多職種との連携を円滑に

行い、適切な報告・相談・協働を

実践するとともに、仲間と支え合い

ながら今後の成長につなげる力を

養う。

株式会社福ふく

常務取締役

地域訪問看護　福ふく

管理者

家族支援専門看護師

　舩渡　弘子　氏

12月18日

（木）

県民ふれあい会館

３階

301中会議室

第

１

回

1月30日

（金）

県民ふれあい会館

３階

301中会議室

第

２

回

3月23日

（月）

県民ふれあい会館

３階

301中会議室

第

４

回

2月26日

（木）

県民ふれあい会館

３階

301中会議室

第

３

回


